
今年度も芳賀中学校でプロジェクトHを行います！

国際交通安全学会賞贈呈式

　経団連会館で国際交通安全学会賞贈呈式が行わ
れました。町のLRT事業が、宇都宮市・宇都宮ライト
レール株式会社と共に学会賞業績部門を受賞しま
した。式典では、賞状と記念のクリスタル盾が授与
され、あわせて受賞にあたっての業績紹介を行いま
した。
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春の交通安全県民総ぐるみ運動

　JAはが野前、町内主要の交差点で、交通安全運
動街頭広報が行われました。交通安全協会各支部
の皆さんや町内駐在所員が中心となり、スピード注
意やシートベルト着用などのプレートを掲げ、チラシ
を配るなどして交通安全を呼び掛けました。

4/6～
4/15

3/28～
4/7 芳賀町さくら祭り

　かしの森公園で「芳賀町さくら祭り」が開催されました。キッチンカーの出店や舞台でのバンド演奏、かしの森
公園からスタートする「町内さくらの名所巡り」、桜のライトアップやプロジェクションマッピングが行われ、たくさ
んの人が美しい花々を楽しみました。

　芳賀中学校生徒会では、芳賀中学校と花火の頭文
字から「プロジェクトH」と名付けた、アルミ缶を回
収し花火を打ち上げる計画を進めています。今年度
もこれまで同様に3年生を送る会の夜に花火を上げ、
地域を元気付ける花火にしたいと思います。今年度
のプロジェクトHの成功のため、地域の皆さんのご
協力をお願いします。

＜回収にあたってのお願い＞
・アルミ缶は中を洗って、潰してください。
・芳賀町第2体育館駐車場南側に設置してある
コンテナで回収します。
・アルミ缶以外のものが入っていないか、
確認をお願いします。
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「芳賀チャンネル」で町のさまざまな話題を放送中！ 加入は宇都宮ケーブルテレビ☎028（638）8092まで

　〈お便りの宛先〉  〒321-3392 芳賀町大字祖母井1020　企画課広報広聴係　☎028（677）6099

あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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芳賀町文化協会会長
駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
曽野綾子の著作を読んで
　友情が生まれる基本的な原則は、お互いに「尊敬」を持ったかどうかだそうです。著者は、友
情は尊敬から育まれると教えています。沢山の友達はいてもいいと思いますが、尊敬できる心を
持っているかと考えたいです。人を尊敬するのは大切な事ですね。

増渕真由美さん（下高根沢）からの投稿
　明日から　綿のシャツ着て　腕まくり　夏が近づく　エメラルド色
　短歌を詠みました。アメリカのサマータイムのように、時計の針を１時間早
めて、有意義な時間を過ごしたいです。スパムむすびを食べて、窓の外を眺め
る。just around the corner（夏は　すぐそこまで　来ています）

高松イクさん（下高根沢）からの投稿
　人は他者との付き合いにおいて、言語情報よりも非言語コミュニケーションからたくさんの情
報を得ているため、対話こそ脳を育てる最高の刺激になるようです。そして、同じ刺激が繰り返
されるだけでは脳内快感物質は出なくなってしまい、新鮮な感動のない状態が続くと脳は衰えて
しまうとのこと。そのため、困難な目標を達成したときにこそ人は大きな喜びを感じるそうです。
「脳刺激　多くの人と対話こそ」
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